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アジア・オセアニア 知 識⾖

アジアの主要都市において定時性、安全性に優れる地下鉄網の整備・拡⼤が進展しています。
地下鉄は建設・維持コストが⾼い⼀⽅、⼤量輸送が可能なため、渋滞の緩和や駅を基点とす
る都市の発展が期待されます。⼤都市に適した交通⼿段と⾔えます。地下鉄の開通・延伸は、
経済効率性を⾼め、都市を活性化してきました。⽇本を含む北東アジアでの成功を踏まえ、アセ
アン諸国で計画中の開通・路線網拡張が今後の経済発展に寄与することが⾒込まれます。
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アジア主要都市で地下鉄の整備・拡⼤が進展

都市化推進⼿段として中国で拡⼤、アセアン諸国で建設・計画中
アジアの主要都市における代表的な公共交通⼿段には、バス、タクシー、バイクタクシー、トラム、地下
鉄などがありますが、中でも⼤量輸送を可能とする地下鉄は交通渋滞を劇的に緩和し、CO2排出を
低減させる優れた輸送⼿段です。現時点で地下鉄が開通していないベトナム、インドネシア、フィリピン
では、いずれも激しい交通渋滞に悩まされ、経済効率性を著しく損なっているといえます。
リーマンショック以降、インフラ整備を積極化してきた中国では、2012年以降、主要都市で続々と地
下鉄が開通し、中国政府が⽬指す「都市化による経済成⻑」に⼤きく寄与しています。
今後、アセアン諸国で計画中の地下鉄開通により、経済成⻑への寄与だけでなく、交通環境の改善、
街の美観向上など、都市の魅⼒が⼀段と⾼まることが期待されます。

（出所）各種資料等を基に当社作成

＜アジア各国・地域の主要都市地下鉄開通状況＞
国名 都市 開通状況 計画案

中国 全域 開通（北京1969年、上海
1993年など）

2012年以降、合肥、南寧、東莞、福州、⻘島、南昌、
無錫、寧波、⻑沙、杭州、蘇州、昆明、ハルビン、鄭州、
廈⾨、貴陽で順次開通、さらに拡⼤中。

韓国 ソウル 開通（1974年） 現状拡張計画予定なし
⾹港 ⾹港 開通（1979年） 路線網拡張中

インド 全域 開通（コルカタ1984年、
デリー2002年など）

ムンバイ、その他の都市でも建設計画進⾏中

シンガポール シンガポール 開通（1987年） 路線網拡張中
台湾 台北 開通（1996年） 路線網拡張中。台中、台南、新⽵でも建設計画中
タイ バンコク 開通（2004年） 路線網拡張中
マレーシア クアラルンプール 開通（2017年） 路線網拡張中
ベトナム ハノイ、ホーチミン 建設中 2018年（ハノイ）、2020年（ホーチミン）開通の⾒通し
インドネシア ジャカルタ 建設中 2019年開通の⾒通し
フィリピン マニラ 未着⼯ 2025年開通の⾒通し
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